バリプロテスタント教会と本学ワークキャンプの交わりから by 深見 純生











Gereja Kristen Protestan Bali) であり，本稿ではバリプロテスタント教会または GKPB と記
すことにする。具体的な受け入れ先はその下部組織のひとつウィドヤ・アシ財団 (YWA:






























































観している。第 1 期，1987～1999年 (第 1 ～14回)，ムラヤの第 5 ウィドヤ・アシの建設。
第 2 期，2000～2005年 (第15～19回)，ブリンビンサリの第 2 ウィドヤ・アシの改築。第３
期，2006～2010年 (第20～24回)，同じく第 2 ウィドヤ・アシにおける増築と整備など。そ








教育研究所 (1989年) を経て桃山学院大学文学部に移った (1990年)。林はその1990年夏
(第 5 回) から毎回ワークキャンプを引率している。前節で述べたように1992～1995年の４
年間ワークキャンプはバリとスンバの 2カ所で行われ，このうち 3回は夏休みに同時に行わ
れたが，この 3回では林がバリ隊の引率責任者を務めた。
林は 2度の教員の特別研修 (1996年度 1年間および2005年度後期から2006年度前期までの
１年間) の機会に恵まれたが，これをはさんで引率者としてあるいは側面からバリプロテス
タント教会側との調整役としてワークキャンプに関わり続けた。のみならず，特別研修にお



































プ関連で書いた最初の論考である。表題のバリ・スカラシップの会 (BSA: Bali Scholarship

























































































第 1 章「はじめに」(110頁) は，本書の編集出版に至った背景と目的，また編集過程な
どを説明する。
第 2 章「GKPB の活動の場としてのバリ島」(1175頁) は，GKPB の活動の舞台として
のバリ島についての一般的な説明であり，地理，住民，文化や宗教，1930年ころの社会経済
状況が語られる。人口については1930年と2008年の統計が用いられている。
第 3 章「バリの教会の誕生以前の布教活動」(77199頁) においては，バリにおけるキリ
スト教会設立の前史および最初の教会の設立について，オランダ語史料も多数参照して詳述
される。
第 4章「シノデに向かう教会 (19311949)」(201274頁) では，1948年 1 月にブリンビン
サリ村で第 1 回教会総会 sidang Sinode が開催されるころまでの活動が様々な抑圧や内部対
立を含めて記述されている。この時期の特筆すべき出来事としてブリンビンサリ村の入植開
村がある。なお，日本軍政期の記述は簡潔である。



























児童養護施設はインドネシア語ではパンティ・アスハン (panti asuhan) という。バリプロテ
スタント教会では，下の引用中にもあるように，キリスト教 (Kristen) をつけて，PAK
(Panti Asuhan Kristen，キリスト教児童養護施設) とよぶことがある。現在 7カ所を数える
バリプロテスタント教会の児童養護施設を運営する機関として，教会内の一部局であるウィ
ドヤ・アシ財団が設けられている。











1975年12月 GKPB はドイツのキンデルノット・ヒルフェ Kindernot Hilfe〔困窮児童
支援の意〕と，セセタンおよびブリンビンサリに400人の子どもを受け入れることので
きる児童養護施設ウィドヤ・アシを設立するための協力関係を結んだ。当初この児童養
護施設はウィドヤ・プラ・キリスト教教育財団 Yayasan Pendidikan Kristen Widhya Pura
の下で運営された。この財団の下にあるキリスト教の諸学校を発展させる意図があった
桃山学院大学総合研究所紀要 第39巻第１号70
からである。それゆえセセタンにある PAK ウィドヤ・プラⅠは，セセタンの SMAK
[Sekolah Menengah Atas Kristen，キリスト教高等学校〕の生徒たちを受け入れ，他方
ブリンビンサリの PAK ウィドヤ・プラⅡは小学校 3年生から中学校 3年生までの子ど
もたちを受け入れた。まさにこの児童養護施設の児童生徒たちを通して，ブリンビンサ
リの GKPB の学校 (SDK [Sekolah Dasar Kristen] Maranatha キリスト教小学校マラナ
タ) および SMPK [Sekolah Menengah Pertama Kristen] Widhya Pura 3 Blimbingsari キ







て 7 つのキリスト教児童養護施設と 3 つの児童基盤共同体開発 Community Develop-
ment Based on Children (CDC) を運営している。2011年 1 月現在のデータを次に掲げ
る。
１．PAKウィドヤ・アシ１，所在地南デンパサルのセセタン，館長 I Made Suastina
Adi。擁護する子ども35人 (男22，女13)。
２．PAKウィドヤ・アシ２，所在地ブリンビンサリ，館長 I Wayan Bagia Astawa。擁
護する子ども81人 (男61，女20)




５．PAKウィドヤ・アシ５，所在地ムラヤ，館長 I Putu Frengky Wardana, ST., MA.。
擁護する子ども111人 (男68，女43)
６．PAKウィドヤ・アシ６，所在地バンリ，館長 Pdt. I Ketut Edy Cahyana, M. Th.。
擁護する子ども34人 (男31，女13)
７．PAKウィドヤ・アシ７，所在地アマラプラ，館長 Pdt. I Ketut Gede Wibawa, M.
Min.。擁護する子ども21人 (男 9 ，女12)。
CDCプログラムは両親と同居のまま子どもを支援する事業である。財団が提供する





１．CDC，カランアスム県セガ Sega 村，200105年 (終了)。その後 CDC 東スラヤ
Seraya Timur において継続。代表 Ni Luh Warningsih, S. Pd.，副代表 I Nengah Sarda。
擁護する子ども185人 (男126，女59)。擁護する子どもはすべてヒンドゥー教徒であ
る。
２．CDC ウブン Ubung，北デンパサル。代表 I Ketut Giri Astika。擁護する子ども12人
(男10，女 2 )。キリスト教徒 2人，ヒンドゥー教徒10人。





CDC を紹介しているが〔林 2011：128129]，ウィドヤ・アシのウェブサイトでは Commu-
nity Development for Children となっている (2012年12月21日確認)。同じ CDC に 2通りの
英語名が存在する理由は不明である。なお，ウィドヤ・アシ財団のウェブサイトは Widhya














































〔林 2011：131132, 153158]。本学のワークキャンプでは，2010年 (第24回) と2011年
(第25回) にブリンビンサリ村に入る前にそれぞれ 2日ほどをソカ村植林ボランティア活動
にあてている。2012年 (第26回) のワークキャンプは現地を見学したが植林作業はしなかっ














は Albasia と記している (2012年12月21日確認)。ところが，現在の日本の熱帯林業の世界
では一般にセンゴンまたはファルカタ (falkata，falcata) とよばれている。この違いは次の
ような事情によるもので，今後はファルカタが一般化するものと思われる。
いま筆者の手元にある大部な『インドネシア語大辞典』(2008年版) には sengon が見出
し語になっていて，次のような説明がある [DPN 2008 : 1272]。








“k. o. tree, yellow mimosa, Albizia chinensis” と説明されている。つづいて同じ見出し語の中
で sengon laut を “white albizia, Paraserianthes falcataria.” と記述している [Stevens 2004 :
914]。
どちらの辞書もセンゴンの学名として Albizzia (Albizia) chinensis をあげている。後者は
センゴン・ラウトの学名として Paraserianthes falcataria をあげていて，紛らわしい記述であ
る。おそらく分類が確立する過程で複雑な経緯があったのだろう。なお，いずれの辞書にも
albizia ないし類似の綴りの見出し語は存在しない。
少し古い『熱帯の有用樹種』ではセンゴン・ラウトの学名を Albizzia falcata としている
〔農林省 1978：192]。しかし現在確立している学名は Paraserianthes falcataria である。こ
の学名は上のインドネシア語英語辞典にもあがっている。すなわち，かつてセンゴン・ラウ









筆者の知る範囲では，バリ島に近い東部ジャワの東端部 (パスルアン Pasuruan より東の
部分) に日系の合板製造などの林業の会社が少なくとも 2 社操業している。ルマジャン
(Lumajan) に工場のある南海プライウッドとプロボリンゴ (Probilinggo) に工場のある KTI
である。どちらもこの会社名でインターネット検索すると日本語のウェブサイトを見ること








先に上げたインドネシア語英語辞書で注目されるのは，sengon に続いて sengonisasi とい








お わ り に
本稿では林陸雄による報告の続編として，最初に本学のワークキャンプのあゆみの全体像
を把握するのに有用な文献を取り上げ，つづいてワークキャンプから多くの知的・実践的刺
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Several Matters on the Co-relationship
between the Bali Protestant Christian Church
and the International Work Camp
of Momoyama Gakuin University
FUKAMI Sumio
This essay complements several matters in notes by the late professor Hayashi Rikuo (1940
2012), “Social Services by Bali Protestant Christian Church and Helping Support of Japanese
Students” (2011). After enumerating several documents considered helpful to get an overall un-
derstanding of the International Work Camp of Momoyama Gakuin University, this paper intro-
duces an outline of the study done in Bali by Hayashi, who was greatly inspired by the work camp
and related activities.
The history of the Bali Protestant Christian Church is briefly explored through presentation of
the book Dinamika GKPB dalam Perjalanan Sejarah (Dynamics of the Bali Protestant Christian
Church in the Course of History, 2012), which was recently self-published by the Church. The
part that describes Yayasan Widya Asih (Widya Asih Foundation), one of its sub-organizations, is
mostly translated because it is the foundation that takes care of the work camp. Lastly, this paper
provides supplementary comments to Hayashi’s notes on the foundation’s tree planting project in
the village of Soka.
